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あ
な
た
の
会
社
の
経
営
者
に
「
上
司
は
誰
で
す
か
？
」
と
尋

ね
た
ら
、
ど
う
答
え
る
だ
ろ
う
か
。
ユ
ニ
ク
ロ
を
運
営
す
る

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
以
下
、
Ｆ
Ｒ
）
の
創
業
経
営
者

で
あ
る
柳
井
正
氏
に
尋
ね
た
ら
、「
自
分
の
上
司
は
『
志
』」
と

答
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
志
と
は
「
服
を
変
え
、常
識
を
変
え
、

世
界
を
変
え
て
い
く
」
で
あ
る
。

　
山
口
県
の
一
地
方
企
業
だ
っ
た
１
９
９
２
年
以
来
、
今
日
に

至
る
ま
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
長
く
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
柳
井
氏
の
志
は
一
切
変
わ
っ
て
い
な

い
。
志
は
夢
と
は
異
な
る
。「
そ
う
な
れ
た
ら
い
い
」
と
い
う

緩
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
道
を
貫
く
と
い
う
覚
悟
を
伴
う
。

組
織
の
存
在
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
志
を
曲
げ
て
ま
で
は
や

ら
な
い
と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
意
思
決
定
の
最
優
先
基

準
と
な
る
。
事
実
、
柳
井
氏
は
ブ
レ
な
い
。
志
に
そ
ぐ
わ
な
け

れ
ば
服
一
枚
た
り
と
て
承
認
し
な
い
が
、
志
に
資
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
驚
く
ほ
ど
大
胆
な
投
資
も
た
め
ら
わ
な
い
。

　
「
正
論
で
は
飯
は
食
え
な
い
」「
し
ょ
せ
ん
綺
麗
ご
と
」。「
志
」

に
つ
い
て
話
を
す
る
と
き
に
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
本
当

だ
ろ
う
か
。
柳
井
氏
や
京
セ
ラ
等
の
経
営
者
で
あ
る
稲
盛
和
夫

氏
の
実
績
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。正
論
ほ
ど
、

綺
麗
ご
と
に
見
え
る
こ
と
ほ
ど
、
実
は
貫
く
の
が
難
し
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
先
に
誰
に
も
負
け
な
い
独

自
性
が
生
ま
れ
、
力
強
い
稼
ぎ
が
で
き
る
。「
志
」
と
「
稼
ぎ
」

は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
共
存
し
、
お
互
い
を
強
化
す
る

も
の
な
の
だ
。

　
ま
ず
、
志
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
強
く
す
る
。
本
田
宗
一
郎

氏
の
右
腕
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
岩
倉
信
弥

氏
は
そ
れ
を
「
か
た
ち
は
こ
こ
ろ
」
と
表
現
し
た
。
会
社
の
思

い
は
、
か
た
ち
、
つ
ま
り
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
現
れ
る
。
お
客

様
の
目
は
厳
し
い
の
で
、
か
た
ち
に
宿
る
心
は
見
抜
か
れ
て
し

ま
う
。
結
果
、
本
物
だ
け
が
最
後
に
残
る
。
独
自
の
価
値
に
対

す
る
お
客
様
の
選
択
を
得
れ
ば
、
勝
者
な
き
価
格
戦
略
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、し
っ
か
り
利
益
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
稼
ぎ
を
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
理
想
に
向
け
た
投
資
に
ふ

ん
だ
ん
に
注
ぎ
込
む
。
た
と
え
ば
他
の
ア
パ
レ
ル
を
尻
目
に
、

Ｆ
Ｒ
が
「
服
を
変
え
、
常
識
を
変
え
、
世
界
を
変
え
て
い
く
」

た
め
に
、
す
で
に
も
う
何
年
も
前
か
ら
物
流
や
Ｉ
Ｔ
に
巨
額
の

投
資
を
し
て
き
た
よ
う
に
。
こ
う
し
て
志
が
戦
略
の
上
位
概
念

と
し
て
機
能
す
る
会
社
に
は
、
そ
う
簡
単
に
は
追
い
つ
け
な
く

な
る
。

　
逆
に
、
い
つ
の
間
に
か
志
が
置
き
去
り
に
な
り
、
儲
け
る
こ

と
ば
か
り
に
心
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
平
々
凡
々
と
し
た
独

自
性
の
な
い
企
業
と
な
り
、
稼
ぐ
力
が
弱
ま
っ
て
い
く
。
か
つ

て
は
そ
の
存
在
に
独
自
性
が
あ
っ
た
企
業
が
沈
み
、
浮
上
に
苦

労
す
る
事
例
を
見
る
に
つ
け
、
そ
う
感
じ
る
。

　
志
を
見
失
う
き
っ
か
け
は
、
苦
労
で
は
な
い
。
む
し
ろ
成
功

に
よ
る
お
ご
り
の
ほ
う
が
危
険
だ
。
周
り
も
持
ち
上
げ
、
称
え

る
。
そ
こ
に
心
の
ス
キ
が
生
ま
れ
、
方
向
違
い
に
走
る
罠
が
潜

む
。
経
営
者
を
筆
頭
に
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
立
場
の
人
た
ち

の
強
靭
な
精
神
力
が
必
要
と
な
る
。
企
業
が
志
を
継
続
し
続
け

る
こ
と
の
難
し
さ
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
今
後
は
、
た
と

え
ば
仏
ダ
ノ
ン
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
会
の
よ
う
に
、
志
の
側

面
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
管
理
の
仕
組
み
を
持
つ
企
業
も
現
れ
よ
う
。

　
社
員
が
志
を
共
有
し
、
同
志
と
な
っ
て
い
る
会
社
は
、
会
っ

て
話
を
す
る
と
す
ぐ
に
わ
か
る
。
社
員
の
表
情
や
語
る
言
葉
に

誇
り
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
大
賞
を
受
賞
し
た
組

織
の
共
通
項
で
も
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
て
憂
鬱
な
顔

か
ら
は
生
ま
れ
な
い
。
誇
り
が
必
要
だ
。
一
見
遠
回
り
に
見
え

る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
会
社
に
な
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

自
社
の
志
か
ら
見
直
し
て
み
る
の
も
一
手
だ
。

株
式
会
社
道タ

オ

代
表
取
締
役

河
合
太
介

Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。早稲田大学 大学院経営管理研究科 非常勤講師。28万部超の
ベストセラー『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本物のリーダー
は引っ張らない』（講談社）、10万部超を売り上げた『ニワトリを殺
すな』（ケビン・Ｄ・ワンのペンネームを使用。幻冬舎）等著書多数。

連
載  

第
5

回

国分寺駅近くの住宅街を北に抜けると、日立製作所中央研究所の森が忽然と 
現れる。22haもの敷地内に、武蔵野の原生林が残されていること

にまず驚く。この自然環境は、日立創業者の小平浪平氏から「よい立木は切らずによけ
て建てよ」の命を受けて、1942年からずっと保たれているものだ。橋を渡り、創業者の
名を冠した小平記念館を通り抜けると、2019年3月竣工の「協創棟」が見えてくる。
　日立は2015年に研究開発グループの体制を一新し、顧客とともにソリューションを開
発する「オープンイノベーション」推進に舵を切った。フロント組織となる「社会イノベー
ション協創センタ」、技術基盤を開発する「テクノロジーイノベーションセンタ」、将来の
社会課題を解決する「基礎研究センタ」の3つの柱からなる。「協創」はそれを支えるコ
ンセプトだ。そして中央研究所は再編以前から「研究者がやりたいテーマを自ら温めて、
意志を持って探究し提案する〝アンダー・ザ・テーブル〟の文化が昔からあります」と、
同研究所企画室室長の谷崎正明氏は言う。
　その精神が受け継がれた中央研究所の「協創の森」は、オープンイノベーションのエ
コシステムをつくる前線基地。「さまざまなステークホルダーと議論し、解くべき問いや課
題を共有し､ 将来ビジョンを発信していくことが狙いです」（主任デザイナー 片山淳詞氏）
　1階にあるオープンスペース「NEXPERIENCEスペース」は、従来は「クローズ」が
主だった研究機能を外部に思い切って開け放ち、多種多様な知をつなげる象徴的な場所。
アイデアソンやハッカソンでアイデアを創出したあとは、キッチンを囲んで緩やかに談笑も
できる。その他には国際学会が開けるほどの講堂「日立馬場記念ホール」、森を望む「カ
フェライブラリー」を備える。2階にある、ガラス張りの「プロジェクトルーム」は、外
部の顧客やパートナーを交えたプロジェクトがいくつも進行する心臓部。5Gを活用した
IoTプラットフォームなどの先端技術の集中開発が行われる。研究所をオープンにしたこ
とで、国分寺地域において、市民参加型で未来の地域社会の将来ビジョンをデザインする
「フューチャー・リビング・ラボ」活動も生まれた。
　森の外気を取り入れたサーキュラーな空調システムも特徴的。自然を生かした、開か
れた建物、そしてそこに集う人々の活動から、日立らしさとは何かが伝わってくる。

（写真／元家健吾［表紙］　 取材・文／根本洋子）

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

マーケティング総合大会は、マーケター同士の優良な知
識共有・協働の場を提供することで、共・進化を促し、
産業界の発展に寄与することを目的に開催しています。
ヒット商品、ロングセラーブランドから新たなビジネスモ
デルや市場創造まで、マーケティングに関する成功事例
を幅広く聞くことができます。これまで56回の開催を誇
り、4日間でのべ3500人以上が参加する講演会です。講
演会は同時中継し、オンライン上でも聴講いただけます。

ものづくり総合大会は、開発・設計、生産技術、生産、購買・
調達、品質、人材開発までのお取り組みを先進企業に発
表いただく講演会です。これからの「ものづくり」への
気づきを得ていただくことを目的に年に1回開催してお
り、今回で第58回を迎えます。今年度はオンラインで開
催いたします。ご期待ください！

https://jma-seisan.jp/

詳細は下記ホームページをご参照ください。

詳細は下記ホームページをご参照ください。

https://jma-mkc.com/

変わるものづくりの姿、変わらないものづくり魂
～学びと進化を止めるな！ ニューノーマルなものづくりとその未来を探る～

9日（火）
15日（月）
17日（水）
19日（金）
25日（木）

10日（水）
16日（火）
18日（木）
24日（水）
26日（金）

2021年2月

オンラインカンファレンス

カフェライブラリーはテーマごとにこだわりの
選書が並びセミナーの場にも使われる

戸外の緑が広がる「おおぞらテラス」
（右から）
株式会社日立製作所 研究開発グループ
社会イノベーション協創統括本部 企画室 主任デザイナー
片山 淳詞氏
中央研究所 企画室室長 谷崎 正明氏
技術戦略室 技術統括センタ 研究管理部 広報企画ユニット 
主任技師 有金 剛氏

今月の
表紙 株式会社日立製作所

「
志
」に

求
め
ら
れ
る

覚
悟
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